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わき上がる風ごロマンの町づくり

HIJIKAWA 

写四

肱川町出初式

「一斉放水」

( No. 21 6――□) 

消防出初式のフィナーレを飾った一斉放水。役場裏の河原で

行われました。消防団員たちはきびきびとした動作で、日ごろ

の訓練の成果を披露しました。詳細については、 3ページを

ご覧ください。

令月号の主な内容
町民のうごき

＝町報＝

層まちの話題...........................2 

~IT講習会が始まりました・・・ ・ .. 4 

層肱）II会会員募集・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・・・・・・・..5 

層鹿野川しゃくなげまつり開幕•• • 9 

層社協だより ・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ • 1 1 

~4 月のカレンダー・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・・・・・--18 

＝森林組合だより＝

唖第50回通常総代会開催・・・・・・・・・・ ・・12

慢あしヽさつ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

＝公民館報＝

層体育協会設立総会・イベソト •• •14

層明老大学..・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・15

~ASUKA青年団だより・・ ・ ・・・・・・ 17

人口 3,234人(-7) 

男 1,5 5 1人 (-2)

女 1,683人 (-5)

世帯数 1, 0 8 1描 (-6)

（平成13年 2月28日現在）



~®。⑤。領） 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 紅韓 (2)

式7J‘flJヨ洒c,fl~ 

｀ 
-.,.り

は、 ：昭和36年以来40年ぶりで<
1i:" r=1 ~:.□!_Uv_2 …--—ェ

を上回る高L

で一 ＾ 果は次の-とl'お

●投 票 率●

当日有権者敷 投票者数 投票率

男 455 425 93.41 
第 1投票区

女 524 494 94.27 
基幹集夕 落

計 979 919 93.87 セン一

男 126 114 90.48 
第 2投票区

女 159 139 87.42 
岩谷公民館

計 285 253 88.77 
男 215 203 94.42 

第 3投票区
女 209 201 96.17 

大谷小学校
計 424 404 95.28 
男 293 279 95.22 

第 4投票区
女 292 280 95.89 

正山小学校
計 585 559 95.56 
男 131 118 90.08 

第 5投票区
女 147 140 95.24 

予子林小学校
計 278 258 92.81 
男 22 21 95.45 

第 6投票区
女 29 28 96.55 

中津集会所
計 51 49 96.08 
男 1,242 1. 160 93.40 

合 計 女 1,360 1,282 94.26 
計 2.602 2.44 2 93.85 

投票日

当日有権者数

投票者数

有効投票

無効投票

の
編
畢

平成13年 2月25日

2,602人

2,442人

2,428票

14票

●候補者別得票数●

候補者名

＊久保田仁之

岩田清茂

大野立志

坂根 修

得票数

938 

914 

553 

23 

選挙管理委員長から当選証書を
受け取る新町長久保田仁之氏

(H13.3.l) 
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(3)祗③。⑲。絢 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 疇韓

R 恒例の肱川町消防出初式が

II 
肱川中学校グラウソドで開催

されました。当日は好天に恵

まれ午前 9時30分から団旗入場で始まり、

服装点検や機械器具点検、ポ‘ノプ操法やは

しご操法等の訓練が行われました。各分団

の団員たちは、来賓や地域住民の見守る中、

日ごろ鍛えた訓練の成果を披露しました。

また、日本消防協会長表彰、愛媛県知事

表彰等の授与式が行われました。表彰され

た団員の皆さんは次の方々です。（敬称略）

今年は、 21世紀の幕開けを記念する出発

式であり、肱川町消防団としての決意「21

世紀へのメッセージ」が発表されました。

21世紀へのメッセージ
,— 

肱
川
町
消
防
団

堅
固
な
消
防
精
神
と
そ
の
使
命
に
燃
え

肱
川
の
悠
久
の
流
れ
に

郷
土
を
愛
す
る
心
を
学
び

＿
一
十
一
世
紀
の
風
と
な
る

平
成
十
三
年
＿
一
月
十
一
日

我
が
人
生
は
火
の
如
く

I 
,_ -----------------------------

功
労
章

第

5
分
団
分
団
長

畦
崎

川
上
支
署
消
防
司
令
補

大
野

0
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

0
愛
媛
県
知
事
表
彰

博
史

和
男

精
績
章

第

3
分
団
分
団
長

冨

永

武

雄

被

表

彰

者

規
律
章

第
5
分
団
団
員

勤
続
章

第
1
分
団
団
員

第
1
分
団
団
員

第

2
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第
5
分
団
団
員

第
5
分
団
団
員

第
5
分
団
団
員

橋

本

孝

博

特

別

表

彰肱
川
町
消
防
団
第
5
分
団

0
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合

会
長
表
彰

(12
名）

勤
続
章

第
1
分
団
班
長

第
1
分
団
班
長

第
1
分
団
団
員

第
2
分
団
団
員

第
2
分
団
団
員

第

3
分
団
団
員

第
4
分
団
班
長

第
4
分
団
班
長

第
4
分
団
団
員

出

水

清

志

亀

田

博

隆

富
永
美
千
也

和

氣

哲

弘

和

氣

智

仁

丸
川
浩
一

中

田

勝

幸

石

河

健

次

中

岡

明

福
田
永
一
郎

曽

根

康

弘

亀

岡

正

幸

岩

野

敬

二

中

宮

義

隆

北

川

廣

志

大

井

章

裕

泉

忠

幸

藤

見

典

道

井

脇

広

行

三

瀬

良

治

0
愛
媛
県
消
防
協
会
長

表
彰

(
9
名）

第

1
分
団
団
員

第
1
分
団
団
員

第
1
分
団
団
員

第

3
分
団
団
員

第

3
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

山中藤 緒 沖 坂 大 宮 浜 中松堀金
本岡原方田 野崎田塚本 野

輝 優 敏弘錠正純孝昌浩 昭
晃 義勝巧広務児規司志 悟 明 一

〇
肱
川
町
長
表
彰
(13
名）



稲｝。＠。座） ＇ 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 闊ヽ 韓 (4)

L IT鵬置呂が賠まUました J 
ー出にでも国岨にで含るようになり誌す一

IT講習は、すべての国民が IT革命の恩恵を享受できるよう、 IT国民普及運動として地方公

共団体が行う IT講習の飛躍的な拡大を図り、一人でも多くの住民が ITに関する基礎技能を習得

していただくために地方公共団体が開催する講習です。

2月 8日（木）からスタートして 2月15日までの 5

日間肱川中学校において、第 1回目のイソターネ ッ

ト講習会が行われました。

講師は中学校の先生 4人、受講生は20人。

開催時間は午後 7時から 9時までの 2時間、開始

時間前からパソコソの電源を入れて、自習をする熱

心な方も多く見られました。テキスト、説明書を読

むだけではなかなか理解できないことも、パソコソ

を前にして講師の先生の指導を受けることによって、

すぐに理解できるようになったとか、講習会をきっ

かけにパソコソを購入して、イソターネットやメー

ルをやってみようと思った方もいらしたようです。

最終日には、全員に受講修了書が授与されました。

第 2回目の講習会は、 3月14日（水）から開催され

ます。

なお、 4月以降も順次講習会が行われることになっ

ておりますので、受講希望の方は、役場総務課まで

お申し込みください。

真剣に学習する参加者の皆さん

園役場総務課匹 34-2311

特別養護老人ホーム 「力¥bカヽみit」服Ul募；m;案内

老人福祉施設で働いてみませんか

翻｝渭
◇介護福祉士の資格を有する者又は平成13年 3月31

日までに資格取得見込みの者及び採用後資格を取

得する者

◇昭和31年 4月 2日以降に生まれた心身ともに健康

で体力のある者

◇日曜、祝祭日、年末年始の勤務及び早出、遅出、

夜間勤務が可能な者

◇採用後、肱川町又は河辺村に居住する者

I遭岡鼠響渭
◇採用試験受験申込書 1通

かわかみ荘、肱川町役場総務課及び河辺村役場

福祉課にあります。

◇履歴書 1通（市販の用紙、自筆のこと）

◇免許証等の写し

圃かわかみ荘 匹 34-2655

"lit囀凛凋
介護職員（正規） 1名

肱川町職員給与条例等の規定を準用して支給しま

翻＂ぃ叩鱈輝濯
平成13年 3月13日（火）～平成13年 3月31日（土）ま

でに、かわかみ荘へ必要書類を提出してください。

嗣置瀾環開'
試験日時平成13年 4月 3日（火）午前 9時30分より

場 所かわかみ荘会議室

試験方法 筆記試験、作文、面接

合格発表平成13年 4月中旬



(5)祗＠怠。領） 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 諏繹

平
成
十
三
年
四
月
一
日
よ
り

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
特
定
家

庭
用
機
器
再
商
品
化
法
）
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
般

家
庭
や
事
務
所
か
ら
排
出
さ
れ

た
特
定
の
家
電
製
品
の
有
用
な

部
品
や
材
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
廃
棄
物
を
減
量
、
資
源
の
有

効
利
用
を
す
る
た
め
の
法
律
で

す。
こ
の
法
律
は
、
消
費
者

・
家

電
小
売
店

・
家
電
メ
ー
カ
ー
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
が
明
確
と
な
っ

て
い
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し

な
が
ら
協
力
し
て
成
り
立
つ
も

の
で
す
。

．
 

主
に
一
般
家
庭
で
使
用
さ
れ

て
い
る
「
エ
ア
コ
ソ

・
テ
レ
ビ

・

冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
」
の
四
品
目

で
す
。
業
務
用
に
製
造
さ
れ
た

も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

i

古
く
な
っ
た
四
品
目
を

i

~
処
分
す
る
に
は
？
~

対
象
と
な
る
家
電
製
品
を
処

分
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
家
電

製特

品定

との

は家

？電

消
費
者
が
負
担
す
る
金
額
は
、

「
小
売
店
の
収
集

・
運
搬
料
金
」

と
「
メ
ー
カ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル

料
金
」
を
合
わ
せ
た
金
額
で
す
。

た
だ
し
、
小
売
店
ご
と
に
、
収

集

・
運
搬
料
金
が
、
メ

ー
カ
ー

ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

負

担

す

る

料

金

の

金

額

は

？

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
円
滑

な
運
用
の
た
め
に
は
、
小
売
店

に
よ
る
収
集

・
運
搬
、
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
及
び
消
費

者
に
よ
る
料
金
負
担
と
い
っ
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
必
要

不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
た
め
で

す。
な

ぜ

料

金

が

必

要

な

の

か

？

製
品
を
購
入
し
た
小
売
店
ま
た

は
、
同
じ
種
類
の
製
品
を
買
お

う
と
し
て
い
る
小
売
店
に
連
絡

し
て
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

そ
の
際
、
「
収
集

・
運
搬
料

金
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
」
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

4

月
か
ら
宝
{
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
ま
す

圏

役

場

町

民

課

6
三
四
ー

，、

G 
2,700円

G 
2,400円

＋
 霊

i

＊リサイクル料金に消費税が加わります。

：集運:1,
＊収集運搬料金については、小売店が決めます。

小
売
店
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
メ

ー
カ
ー
の
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
は
次
の
よ
う
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
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[
肱
川
会
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

[

5

現
在
、
肱
川
町
出
身
者
で
構
た
だ
く
よ
う
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

E

，
成
す
る
親
睦
団
体
「
肱
川
会
」
は
、

と
の
あ
い
さ
つ
で
し
た
。

＂
東
京

、
京
阪
神
、
東

海

、

松

山

東

京

地

区

肱

川

会

を

始

め

各

"

〗
の
四
地
区
に
あ
り、

そ
れ
ぞ
れ
地
区
の
肱
川
会
へ
の
加
入
を
お
’

5

交

流

を

深

め

て

い

ま

す

。

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

心

i

（

東

海

地

区

は

休

会

中

）

連

絡

先

は

、

肱

川

町

風

お

こ

i

〔
こ
の
た
び
東
京
地
区
肱
川
会
し
課
ま
た
は
各
地
区
の
肱
川
会
"

5

総
会
に
出
席
い
た
し
ま
し
た
の
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
い

呵
で
近
況
報
告
い
た
し
ま
す
。

[
関
東
地
区
に
は
、
多

く

の

肱

東

京

地

区

肱

川

会

[

[
川
町
出
身
の
方
々
が
住
ん
で
お
千
葉
県
市
川
市
塩
焼
ニ
ー
ニ
’

f

ら
れ
ま
す
が
、
同
郷
の
方
々
が

1

二
0

行
徳
ハ
イ
ム
＂

％

一

堂

に

会

す

る

機

会

は

、

な

か

会

長

上

甲

敏

男

屈

5

な

か

あ

り

ま

せ

ん

。

京

阪

神

地

区

肱

川

会

詞

叩
こ
の
肱
川
会
総
会
は
、
そ
ん
大
阪
府
吹
田
市
青
山
台
四
丁
〔

[
な
人
達
に
と
っ
て
唯
一
の
交
流
目
三
番

C
I
六
-
1
0九

f

5

の

場

と

な

っ

て

い

ま

す

。

会

長

中

野

忠

志

5

〗
年
に
一
度
の
総
会
は
、
懇
親
松
山
地
区
肱
川
会
＂

叩
会
を
主
と
し
た
お
祭
り
的
な
雰
松
山
市
平
井
町
三
一
五
七
ー

5

〔

囲

気

の

も

と

、

和

や

か

に

楽

し

七

四

}

＜

一

日

過

ご

し

て

い

た

だ

く

よ

会

長

坪

田

守

雄

叫

i

う
に
と
努
力
し
て
い
ま
す
。

詞
ま
た
、
年
に
一
回
都
内
の
公

5

園
散
策
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

9

シ
ョ
ン
も
行
っ
て
い
ま
す
。

／そ

『こ
就

ー

叫
こ
の
肱
川
会
で
近
況
が
わ
か

／

A
K

一

回

〗
り
同
級
会
を
兼
ね
て
出
席
し
て

―

令

．．
 

叩
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。

第

・一

〔

ぉ

友

達

、
肱
川
町
出
身
者
の

―}―
川

．

i
-

―
 

l
m
 

＂
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

＿
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〗
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．
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扇韓 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 将R。⑲。座）（6)

R@R⑥⑥@ 
病銅はないのに心臓が籠むのはぜ？

「
心
臓
神
経
症
」
は
心
臓
に
異

常
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
胸
痛
、
ど
う
き
、
息
切
れ
」
な

ど
、
ま
る
で
心
臓
病
の
よ
う
な

症
状
が
出
る
病
気
で
す
。

●
心
臓
神
経
症

狭
心
症
の
胸
痛
は
、
多
く
が

体
を
動
か
し
て
い
る
時
、
あ
る

い
は
就
寝
中
な
ら
明
け
方
な
ど

に
お
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
心

臓
神
経
症
の
場
合
は
、
例
え
ば

一
人
で
静
か
に
本
を
読
ん
で
い

る
時
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
時

な
ど
に
起
こ
り
ま
す
。

狭
心
症
の
場
合
は
、
胸
全
体

か
ら
、
背
中
、
肩
な
ど
へ
の
放

散
痛
な
ど
、
広
い
氣
囲
が
締
め

つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
痛
み
ま
す
。

一
方
、
心
臓
神
経
症
で
は
「
圧

迫
感
」
や
「
左
胸
が
チ
ク
チ
ク
、

あ
る
い
は
ズ
キ
ズ
キ
痛
む
」
な

ど
の
症
状
を
訴
え
ま
す
。

狭
心
症
で
は
、
胸
全
体
が
漠

●
狭
心
症
と
の
違
い

心
臓
は
例
え
ば
、
運
動
を
す

る
な
ど
、
体
を
動
か
せ
ば
、
そ

れ
に
必
要
な
血
液
を
体
に
送
り

出
す
た
め
に
よ
け
い
に
働
き
ま

す
。
ま
た
興
奮
し
た
り
、
怒
り

や
悲
し
み
、
う
れ
し
さ
を
感
じ

る
な
ど
、
精
神
的
な
刺
激
に
も

と
て
も
敏
感
な
臓
器
で
す
。

最
近
、
心
臓
神
経
症
の
患
者

さ
ん
は
増
加
し
て
お
り
、
心
臓

病
の
専
門
外
来
を
受
診
す
る
人

の
五
人
に
一
人
は
心
臓
神
経
症

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

「
ス
ト
レ

ス
、
不
安
、
不
眠
」
な
ど
が
原

因
で
、
「
自
律
神
経
失
調
症
」
の

よ
う
な
症
状
が
出
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ス
か
引
き
金

然
と
痛
み
ま
す
が
、
心
臓
神
経

症
で
は
、
左
胸
の
一
か
所
を
指

し
「
心
臓
が
痛
い
」
と
い
う
場
合

が
多
い
の
で
す
。

狭
心
症
の
場
合
は
、
痛
み
の

持
続
時
間
が
五
！
十
分
程
度
で

す
が
、
心
臓
神
経
症
で
は
、
数

砂
間
と
短
か
っ

た
り
、
反
対

に
長
い
場
合

が
あ
り
、
中

に
は
一
日
中

持
続
す
る
こ

と
も
あ
り
ま

す。
不
安
、
怒
り
、
悲
し
み
な
ど

の
感
情
を
つ
か
さ
ど
る
中
枢
は

脳
の
視
床
下
部
に
あ
り
ま
す
。

同
じ
視
床
下
部
に
は
自
律
神
経

を
つ
か
さ
ど
る
中
枢
も
あ
る
の

で
、
心
理
的
な
動
揺
が
自
律
神

経
を
失
調
さ
せ
、
胸
痛
、
ど
う

き
、
息
切
れ
な
ど
の
症
状
を
ひ

き
お
こ
す
の
で
す
。

●
治
療
と
予
防

お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す

3滋し西ー”
i ぬ ぬ ¥ -マアラぼは
t 母父 ネんマクでくじ

I t t °互古 Itt畠誓
く上全今車し

t 美孝 で手開日はて
i 樹行 すだバも卜蓮

I t t 力： ｝ ／忍：： 
よ だ 満 の ゜
ろ つタソ

I て巴のがとまい
t おお バ大バすなじ
t 母父 ぽブ好イ°ボつi ささ つバぎクおクと

ん ん ぽブで‘父はし

I >[ ： : ； i [ ： :”'14; I ir ~‘嘉： f i ：畠星：

医
師
の
説
明
に
よ
っ
て
、
心

臓
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
患
者

さ
ん
が
納
得
す
れ
ば
治
療
は
終

了
で
す
。

心
臓
病
で
は
な
い
の
で
心
臓

病
の
薬
を
飲
む
こ
と
は
禁
物
で

す
。
規
則
正
し
い
生
活
で
、
生

き
が
い
を
も
っ
て
、
ゆ
と
り
の

あ
る
生
活
を
工
夫
し
て
く
だ
さ

、0し

2
月
号
7
ペ
ー
ジ
「
わ
が
家

の
ア
イ
ド
ル
」
の
共
栄
の
松
本

栞
奈
ち
ゃ
ん
の
ふ
り
が
な
は

「
か
ん
な
」
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



(7)将⑧。⑬。節 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 扇 醐

60歳からでも

任意加入できます
60歳になるまでの期間で満額の年金額に

満たない方や老齢基礎年金をもらえる必要

最低限の期間(25年間）を満たしていない方

は、 65歳になるまで任意加入できます。

し
て
く
だ
さ
い
。

圃
役
場
町
民
課
戸
籍
住
民
係

糊
出
に
は
異
動
詞
を
お
忘
れ
な
く
。
~

入
学
・
就
職
・
転
勤
等
で
他
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

に
は
、
必
ず
住
民
異
動
届
（
転
出
届
）
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

代
理
の
方
が
手
続
き
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
印
鑑
を
持
参

6

三
四
ー
ニ
三
一
―

キ
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
キ
キ
キ
キ
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

年
金
だ
よ
り

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の

保
険
料
の
納
付
期
間
が
不
足
す
る
方
は

70
歳
ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

老
齢
基
礎
年
金
を
も
ら
え

る
必
要
最
低
限
の
期
間
(25

年
間
）
を
満
た
し
て
い
な
い

方
に
対
し
て
、
昭
和
30
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

を
対
象
に
、
7
0
歳
ま
で
（
必

要
な
保
険
料
納
付
済
期
間
を

満
た
せ
る
ま
で
）
国
民
年
金

に
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

「
育
て
た
い

全
国
統
一
標
語

ヽ
'
,
'
，
!

,lt 
＊
た

＊` 

i
 

竹
•‘ [̂i又

厄
展
ま

V
”̂、訂スが

山
へ
の
マ
ナ
ー
火
の
始
末
」

日
増
し
に
暖
か
く
な
る
に
つ

れ
て
ハ
イ
キ
ソ
グ
や
山
菜
取
り

な
ど
に
よ
る
入
山
者
が
、
多
く

な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し

風
の
強
い
日
が
多
く
、
一
年
の

う
ち
で
山
林
火
災
が
最
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
心
配
さ
れ
る
の
が
、

タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
や
集

め
焼
き
な
ど
の
不
始
末
に

よ
っ
て
起
こ
る
山
林
火
災

で
す
。
山
林
で
火
を
取
り

扱
う
場
合
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

0

山
林
で
の
タ
バ
コ
の

投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ

う。

〇
集
め
焼
き
を
す
る
場

合
に
は
一
度
に
た
く
さ

ん
燃
や
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

〇
集
め
焼
き
や
た
ぎ
火

を
す
る
と
き
は
、
水
バ

ケ
ツ
や
消
火
器
な
ど
を

林
火
災

一

用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

〇
集
め
焼
き
や
た
き
火
を
す

る
と
き
は
監
視
人
を
置
き
、

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

0

気
象
状
況
に
注
意
し
、
風

の
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
と
き
は
、
集
め
焼
き

な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

予
川上支署



将｝。＠。領） ，思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 疇臨 (8)

我
が
家
は
、
葉
た
ば
こ
一
七
〇

ア
ー
ル
水
稲
四
〇
ア
ー
ル
で
農
業

経
営
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

五
年
前
ま
で
両
親
の
手
伝
い
で

あ
っ
た
私
は
、
父
の
死
と
同
時
に

大
き
な
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
反
対
も
あ
り
ま

し
た
が
、
私
中
心
の
葉
た
ば
こ
耕

作
農
家
と
し
て
第
二
の
出
発
を
し

た
こ
と
で
す
。
不
安
だ
ら
け
の
出

発
で
し
た
。
年
間
労
働
力
不
足
を

補
う
た
め
、
男
性
百
人
、
女
性
六

十
人
の
雇
用
を
致
し
ま
し
た
。
次

に
作
業
の
省
力
化
を
図
る
た
め

A

P
I
（
高
架
型
作
業
機
）
を
導
入
し
、

大

田

恒

子

男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
て
、
様
々
な
取
組

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
愛
媛
県
で
の
取
組
事

例
と
し
て
、
肱
川
町
久
保
部
落

農
業
委
員
大
田
恒
子
さ
ん
が
発

表
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

私
の
自
立

機
械
化
に
対
応
す
る
た
め
、
耕
作

地
の
三
分
の
二
を
国
営
パ
イ
ロ
ッ

ト
に
求
め
、
乾
燥
は
完
全
委
託
で

私
と
母
の
担
当
と
し
ま
し
た
。
主

人
は
会
社
員
で
す
が
水
稲
担
当
で

す。
第
二
の
出
発
を
し
自
ら
が
責
任

を
も
っ
て
の
農
業
経
営
を
始
め
た

私
に
、
平
成
九
年
農
業
委
員
就
任

の
話
が
あ
り
、
「
人
間
と
し
て
女

性
と
し
て
如
何
に
生
き
る
か
」
を

考
え
直
す
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
ま
で
と
違
い
、
公

的
な
場
で
の
物
の
考
え
方
・
自
分

の
立
場
等
、
様
々
な
勉
強
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
中
で
、
自
分
の
勉
強

不
足
を
痛
感
し
「
こ
の
席
を
私
が

汚
し
て
よ
い
の
か
」
と
悩
ん
で
い

た
時
主
人
が
、
「
飾
り
者
で
終
わ
っ

て
は
い
け
な
い
。
”
人
の
傘
と
な

る
人
に
な
れ
“
父
が
残
し
て
く
れ

た
言
葉
を
思
い
出
せ
」
と
励
ま
し

て
く
れ
、
意
を
強
く
す
る
と
と
も

に
家
族
の
協
カ
・
場
の
提
供
を
い

た
だ
い
た
地
域
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
し
た
。

女
性
の
積
極
的
な
社
会
参
加
が

叫
ば
れ
る
中
、
全
国
に
九
百
人
余

り
の
女
性
農
業
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
愛
媛
県
で
は
十
人
の
内

五
人
が
大
洲
喜
多
地
区
で
あ
り
ま

す
。
わ
が
肱
川
町
で
も
二
人
が
席

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
吉

田
三
代
子
（
中
居
谷
部
落
）
さ
ん
は

県
内
初
の
女
性
農
業
委
員
で
あ
り

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て

女
性
の
積
極
的
な
社
会
参

hD
を

ま
す
。
彼
女
が
男
性
社
会
の
中
、

女
性
一
人
で
職
務
を
果
た
さ
れ
た

時
期
を
思
う
と
、
後
に
続
く
私
に

は
測
り
し
れ
な
い
彼
女
の
苦
労
と

力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
町

行
政
の
女
性
に
対
す
る
理
解
と
住

民
の
み
な
さ
ん
の
、
「
人
を
育
て

る
」
心
に
深
く
感
謝
を
し
て
お
り

ま
す
。平

成
十
二
年
六
月
十
二
日
大
洲

喜
多
地
区
に
お
い
て
、
「
女
性
農

業
委
員
大
洲
喜
多
地
区
の
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
相
互

研
修
と
交
流
、
農
業
振
典
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
を
行
い
、
真
の
女

性
指
導
者
と
し
て
活
動
す
る
た
め

の
資
質
の
向
上
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

O
B
二
人
を
含
め
七
人
で

組
織
し
、
研
修
に
励
ん
で
い
ま
す
。

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
た
こ

と
に
よ
り
、
私
た
ち
会
員
は
勇
気

づ
け
ら
れ
る
こ
と
や
励
み
に
な
る

こ
と
が
多
く
、
職
務
に
お
い
て
も

活
動
に
お
い
て
も
前
進
す
る
源
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
が
、
県
全
体
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
が
女
性
参
画
型
社
会
に
つ
な

が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
女
性
に
と
っ
て
、
男

女
共
同
参
画
型
社
会
が
確
実
に
根

を
は
り
、
家
庭
や
男
性
社
会
か
ら

も
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
女
性

の
資
質
の
向
上
に
努
め
、
さ
ら
に

自
分
自
身
が
変
わ
っ
て
い
け
る
よ

う
、
日
々
努
力
を
重
ね
、
農
家
の

皆
様
の
手
助
け
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

っムシ血環は
福田國院9こ畠ります

匹 34-337’ア

マムシ血清の取り扱いについてお知らせ

します。

含までは、肱川町役場（保健センター）で

マムシの血清を保管していましたが、 2月

より福田医院で管理して頂くことになりま

した。

マムシ血清が必要な時は、福田医院を受

診してください。

肱川町は人と自然の共生型の
地域づくりをめざしています

-1 ・・-
「
一
戸

一
本
植
樹
運
動
」
が
は
じ
ま
り
、
桜
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
ケ
ヤ
キ
の
中
か
ら
希
望
す
る
苗
木
を
各
戸

に
一
本
ず
つ
お
届
け
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
然
共

生
型
の
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
実
施
さ
れ
た
植
樹

一
万
本
計
画
の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
。
豊
か
な
自
然
、

も

り

美
し
い
川
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。
水
を
育
む
森
林

を
わ
た
し
た
ち
の
手
で
守
り
育
て
ま
し
ょ
う
。

；： 
今｀・・

iヽ；~
唸’’・

¥ 
よ ・ヽ..' 

21世紀のスタートにちなんで
1戸 1本植樹運動
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と き

ところ

一人ひとりが健康を守り

3月25日（日）～4月30日（月）

丸山公園

明るいまちをつくります

・鹿野川園地他

＊鹿野川しゃくなげまつり日程表＊

3/25 開幕式 ●神事11: 00-----

（日） 場所／鹿野川園地野外舞台

4/ 1 しゃくなげまつり宝物探し大会 ●受付900~ 

（日） 場所／風の博物館周辺他
●開会930~ 

14~ 手作りこんにゃく実演販売 ●実演販売
10・00------

（毎週土曜日） 場所／丸山公園

15 しゃくなげまつり杯テニス大会 ●受付830~

（日） 場所／鹿鳴園テニスコート
●開会9.00-------

17 鹿野川しゃくなテゲートポー）以：会 ●受付800~ 
8 30 

（火） 場所／肱川町町民運動場 ●開会840~ 

肱川町俳句大会 ●受付930~
●俳句会

場所／風の博物館 12 :30~ 

22 
お場所荼／風会の博物館

●受付930~ 

（日）

鹿野川しゃくなげまつリバザー ●バザー
11 00~15 00 

場所／丸山公園しゃくな弁谷入口 （おでん等）

28~30 肱川えびね会展示即売会•門罰農1600 
（土）～（月） 場所／しゃくなげ谷入口 (30日最終日は1500まで）

（町民憲章）

春
本
番
を
迎
え
、
肱
川
町
観

光
協
会
で
は
、
鹿
野
川
し
ゃ
く

な
げ
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

丸
山
公
園
、
鹿
野
川
園
地
で

は
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

桜
や
レ
ソ
ギ
ョ
ウ
、
ッ
ッ
ジ
や

エ
ビ
ネ
等
が
次
々
と
開
花
し
、

私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に
開
催

さ
れ
る
行
事
は
日
程
表
の
と
お

り
で
す
。

ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

圃

役

場

産

業

課

6
三
四
—
二
三
一
＿

鹿
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
が
開
幕
し
ま
す

闊 韓

お
花
見
シ
ー
ズ
ン
到
釆
9
・

一
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と

を
状
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

共
働
き

児
童
を
保

場
合
に
広

の
保
育
所
）
入
所
を
き
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
広
域
入
所
を

さ
せ
る
に
は
、
肱
川
町
の
保
育

の
実
施
に
関
す
る
条
例
第
二
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
基
準
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

直

役

場

福

祉

課

6
三
四
—
二
三
四
〇

ぷ^
J
.
.

；
さ
・

一；
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ふ・らゞ
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；苓＇で

J.9,9:tを
シ
討
ぷ
§
”

一
入
‘
、
,
'
が
令
ふ
ゞ
．
，
ぷ
忍
い
'
;
ぞ
’
夕
：
；1'
．

育
所
の
広域
入
所
〖

令

保

9
,¥，
．
「
｀
ャ
唸
ど
ビ
と
＇
令
”
ミ
苔
ゞ
シ
、

；
ヤ
令
、
心
＾
、
全
｀
{
シ
とし
’
予

"
,
い

:
[
5
5
`

等
に
よ
り
、
家
庭
に

＾
 

育
す
る
人
が
い
な
い

域
（
大
洲
市
等
町
外

『

1

.

i

,

 

ヽヽ
ー
《

保
育
の
実
施
基
準

児
童
の
保
護
者
及
び
同
居
の

親
族
の
い
ず
れ
も
が
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

に
行
う
も
の
と
す
る
。

二

居

宅

内
で
当
該
児
童
と
離

れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
労

働
す
る
こ
と
を
状
態
と
し
て

い
る
こ
と
。

四
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く

は
負
傷
し
、
又
は
精
神
若
し

く
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

五
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状

態
に
あ
る
、
又
は
精
神
若
し

く
は
身
体
に
障
害
を
有
す
る

同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し

て
い
る
こ
と
。

六
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ

の
他
の
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ

て
い
る
こ
と
。

三
妊
娠
中
で
あ
る
か
又
は
出

産
後
間
が
な
い
こ
と
。



嘔｝。＠。座） 仕事や生活に夢を持って 豊かなまちをつくります （町民憲章） 瓢韓 (10)

映画

た だ い ま
（中国・イタリア合作映画）

ふとした過ちから服役中のヒロイン。模範囚の彼女

は実家で年を越すのを許される。だが果たして家族は

受け入れてくれるのか。家族の崩壊と再生を息苦しい
じょじょう しゅぎょく

程の抒情で描き出した珠玉の一作。刑務所主任役のリー・

ビンビンが美しい。 99年ベネチア国際映画祭銀獅子賞

受賞作を肱川町が県内独占上映します。

お
互
い
が
娘
を
連
れ
て
再
婚

し
た
4
人
家
族
。
そ
の
複
雑
な

関
係
が
悲
劇
を
生
む
。
小
銭
を

盗
ん
だ
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
た

主
人
公
は
義
姉
を
誤
っ

て
殺
し

て
し
ま
う
。
そ
し
て
懲
役
1
7
年
。

模
範
囚
の
彼
女
は
正
月
に
一
時

帰
宅
を
許
さ
れ
る
。
だ
が
待
ち

合
わ
せ
場
所
に
家
族
の
姿
は
な

か
っ
た
：
・o

中
学
生
以
上
。

写
真
は
屋
台
で
水
餃
子
を
食

べ
る
印
象
的
な
、
ソ
ー
ソ
で
す
。

そ
れ
に
ち
な
ん
で
今
回
は
愛
媛

大
学
農
学
部
の
留
学
生
た
ち
を

招
き
、
大
谷
地
区
生
活
改
善
グ

ル
ー
プ
「
野
菊
会
」
の
協
力
を
得

て
、
本
場
中
国
の
水
餃
子
を
つ

く
り
、
第
1
と
第
2
回
先
着
4
0

名
様
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

食
材
な
ど
の
費
用
は
オ
ズ
メ
ッ

セ
内
の
「
海
鮮
市
場
・
が
い
や
」

と
「
乙
姫
寿
し
」
よ
り
ご
協
賛
い

た
だ
き
ま
し
た
。

上

映

日
平
成
認
年
4
月
14
日
（
土
）

上
映
時
間

10
時

14
時

19時
風
の
博
物
館

会

場

前
売
料
金

小
・
中
学
生
・
高
校
生
八

0
0円

（
当
日
一
、

0
0
0円）

一

般

一

、

二

0
0円

（
当
日
一
、
五

0
0円）

前
売
券
取
扱
所

バ
ラ
エ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
プ
岩
田

風
の
博
物
館

窃 わたしたちの斥呂 中野小学校年-年呵》

6年
しおり

松本汐里

Iĝ 

_, 

|；坂

_I I 

わたしの習字が、
県で入選するとは

思ってもいませんでした。
私は習字を習つているので、

それが生かせて
よかったです。

「わたし」

1年 中野 虹
唯

親子活動で、
いもほりをしました。

その時の友だちをかきま
した。大きないもがとれて
うれしかったです。
「いもほりだ

たのしくほったよ
でっかいな」

はじめてえのぐを
つかったよ。
うれしかったです。
おともだちが
「じょうず。」
といってくれて、
よかったです。

J
 

よ
こ
子

た
ぷ
5

がヽ
れ
もL

と

永

ぉ

冨

なき

ー

ー

1¥
―
吠

2年
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ーヽー ― ---、

社
協
だ
よ
り

一
編
貪
サ
ー
ビ
ス
に
「
お
は
ぎ
」

-
「
響
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
」
の
サ
ー
ビ
ス
・

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

毎
年
六
回
（
十
月
ー
三
月
ま

で
）
月
一
回
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
等
を
対
象
に
給
食

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま

す。
こ
れ
に
あ
わ
せ
二
月
十
五

日
に
は
、
「
お
は
ぎ
」
を
作
り

弁
当
と
一
緒
に
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
よ
か
ぜ
会
よ

り
「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
」
を

い
た
だ
き
、
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

「
お
は
ぎ
」
は
、
毎
年
、
民

生
委
員
女
性
部
の
六
人
全
員

が
早
朝
よ
り
心
を
こ
め
て
作
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
ま
た

「
手
作
り
こ
ん
に

ゃ
く
」
は
、

そ
よ
か
ぜ
会
の
皆
さ
ん
が

一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
皆
さ

ん
の
た
め
、
昨
年
よ
り
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 ゜

肱川町社会福祉協議会

ff (0893) 34-2312 

「ひな流し」
3月3日、中野幼稚園児とお年寄り合わせて36人が役場下の

河原で「ひな流し」を楽しみました。

この行事は、小薮・中央老人クラプと中野幼稚園児が毎年開

催しているものです。園児たちは手作りの船におひなさまを乗

せて次々と川へ流していきました。

ひな流しが終わると園児たちはお年寄りの方々からお菓子を

もらい楽しいひとときを過ごしました。

原いをこめて 嘉城 がとせて ごら 協当

山 う-頂き 寄付を議会

様 し誠にま次 芳
たに活しの 志

あ゚り用さた゚ 方か ヘ

・-・・・・-・-.... ·••..... -・・..... ・・・・---・・-・-.... ・・・・-・・・・・--.....-・-... -・・・・.. /・--・・・・・・・._/.・・・・・・・--.... ·' ·•.... ・・-..... ・・・-... ・・-・・.... ・・・-------・._... •- --... -----._.. ・----.--・--.. _.. --・-... -・---..... -・--・・・・--..... ···•.... ・・・・._ 

篇

鶴

遭

●

璽

圃

饂

予
子
林
老
人
ク
ラ
ブ

魚
料
理
教
室
が
二
月
十
五
日
、
大
洲
市
の
西
村
・
菊
池
両
講
師

を
迎
え
、
予
子
林
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

一
生
懸
命
に
魚
料
理
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

鯛
の
刺
身
、
南
予
地
方
の
郷
土
料
理
「
福
め
ん
」
を
作
り
、
で
き

あ
が
っ
た
料
理
を
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
全
員
が
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。



稲｝。＠。匝 屁＠’ 闊韓 (12)

運営の基本方針
総 括 健全なる森林の造成施業等、林業振興事業推進にあ

たっては、木材，椎茸価格の低迷がつづぎ極めて厳
しい情勢でありますが、この時こそ地域林業の担い
手にふさわしく活動が出来る組合体制の強化をはか
りつつ各種事業の拡大充実をはかり森林の保全と生
産性の向上に努める。

指導部門 l. 水源林整備林地域の拡大をすすめる
2. 共同及ぴ協業体制の確立をすすめ，林業経営の

近代化
3. 森林の公益機能の確保に関する事業の推進

販売部門 l. 木材，椎茸，緑化木，その他の系統共販を推進
2. 間伐，除伐施業協業による林産事業を拡充
3. 椎茸共同選別，共同計算の成果向上
4. 椎茸加工品の生産販売の拡大

購買部門 l. 椎茸種菌，林業機械の斡旋
2. 生産資材の斡旋，系統購買を推進

利用部門 l. 林道，作業道、林内作業車道の開設を推進
2. 受託森林造成事業の拡充と，森林経営事業の実

施
3. 治山事業（県森事業主体）の施業を推進する
4. 木材利用拡大事業の推進

金融部門 l. 組合員に対する林業振興事業資金の貸付
2. 制度資金を活用し林業経営の近代化

管理部門 1. 職員の資質の向上
2. 健全な組合運営と活動を展開
3. 肱川グリーソサーピス会員の増員強化
4. 森林組合広域合併の研究

出
出資目標額

平成12年度末
出資額

平成13年度
増資目標額

-
0
0
8
2
7
1
7
3
 

画

叩

腿

5

＋
 

＿＿―-ロロ
金
姻

資

300

284, 135口

15,865口

去
る
二
月
十
六
日
、
肱
川
町

公
民
館
に
於
い
て
、
第
五
十
回

森
林
組
合
通
常
総
代
会
が
開
催

さ
れ
た
。
総
代
会
に
は
、
八
幡

浜
地
方
局
大
洲
出
張
所
池
田
暢

林
業
課
長
、
県
森
連
今
井
央
常

務
理
事
、
肱
川
町
大
野
和
町
長
、

肱
川
町
議
会
沖
浦
賢
嗣
副
議
長
、

財
団
法
人
日
本
き
の
こ
セ
ソ
タ
ー

林
左
内
四
国
事
業
所
長
他
、
町

内
各
団
体
の
方
の
ご
臨
席
の
も

と
開
催
さ
れ
、
河
野
代
表
理
事

組
合
長
の
挨
拶
の
後
、
議
長
に

下
石
勲
氏
を
選
任
し
て
議
事
に

入
っ
た
。
第
一
号
議
案
か
ら
第

十
一
号
議
案
ま
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
た
。

椎
茸
・
木
材
の
価
格
も
安
値

が
続
い
て
お
り
組
合
員
の
皆
様

に
は
大
変
な
ご
苦
労
を
お
か
け

し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
平

成
十
三
年
か
ら
今
後
五
カ
年
間

か
け
て
肱
川
流
域
の
森
林
の
整

備
を
積
極
的
に
県
当
局
が
計
画

組 合長あいさつ

第
50
回
肱
川
町
森
林
組
合
通
常
総
代
会
開
催

森
林
組
合
だ
よ
り

さ
れ
て
お
り
、
当
組
合
に
お
い

て
も
間
伐
推
進
等
を
重
点
施
策

と
し
て
、
本
年
度
も
森
林
の
健

全
な
整
備
と
森
林
所
有
者
の
所

得
の
向
上
等
を
計
り
な
が
ら
組

合
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

堀

井

＿

男

私
は
、
二
月
末
日
で
組
合
経

営
改
菩
の
た
め
、
退
職
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
四
年
四
月
よ
り
、

三
十
一
年
十
一
ヶ
月
勤
め
さ
せ

て
頂
き
、
御
指
導
し
て
育
て
て

頂
き
ま
し
た
事
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

山
の
木
を
育
て
る
人
で
、

「
価
値
あ
る
木
を
少
し
で
も
多

く
育
て
た
い
」
と
考
え
な
い
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
但
し
、

実
行
で
き
る
か
が
問
題
で
し
ょ

う。
ど
の
よ
う
な
木
々
で
あ
っ
て

も
、
人
間
の
日
々
の
生
活
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
木
を
育
て
る
こ
と
を
生
活
の

糧
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
現

在
の
経
済
情
勢
か
ら
考
え
て
、

数
十
年
で
価
値
あ
る
木
を
作
る

必
要
が
あ
る
の
で
、
品
種
の
研

究
を
林
研
グ
ル
ー
プ
の
方
と
一

緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

私
も
昭
和
五
十
一
年
春
、
結

婚
記
念
に
植
え
た
天
然
絞
の
杉

は
二
十
六
年
に
な
り
、
そ
の
木

を
親
木
に
括
し
木
を
し
て
増
や

し
た
木
も

二
十
一
年
生
に
な
っ

て
親
と
同
じ
よ
う
に
育
っ
て
い

ま
す
。林

業
で
は
品
種
の
こ
と
を
考

退
職
の
あ
い
さ
つ

え
て
造
林
す
る
人
は
少
数
と
思

わ
れ
ま
す
。

昭
和
五
十
年
、
高
岡
吉
衛
林

業
改
良
指
導
員
さ
ん
か
ら
、

「
実
生
か
ら
育
て
た
苗
木
で
は

直
材
が
で
き
に
く
く
、
主
伐
ま

で
に
四
十
年
か
か
る
と
す
る
と
、

当
初
の
造
林
を
間
違
う
と
そ
の

山
は
四
十
年
遅
れ
る
。
」
と
言

わ
れ
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

生
産
目
標
に
合
っ
た
品
種
の

苗
木
を
、
適
地
に
造
林
し
、
目

的
の
木
が
出
来
る
よ
う
に
保
育

し
、
年
月
が
経
過
す
れ
ば
、
目

的
の
木
が
出
来
る
。
し
か
し
、

木
を
育
て
る
に
は
、
材
木
が
成

長
資
産
で
、
し
か
も
そ
の
期
間

が
長
い
こ
と
に
よ
り
、
台
風
や

積
雪
等
の
自
然
災
害
も
あ
る
。

ま
た
下
刈
、
枝
打
ち
、
除
伐
、

間
伐
等
の
保
育
も
適
期
に
労
働

が
必
要
で
、
簡
単
に
は
出
来
な

い
が
、
向
上
心
を
持
ち
、
最
大

限
に
わ
か
っ
て
い
る
事
を
、
実

践
に
移
し
て
、
価
値
あ
る
山
林

を
つ
く
り
、
全
部
消
費
し
な
い

で
子
々
孫
々
に
残
せ
ば
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

こ
れ
ら
の
木
を
育
て
る
こ
と

に
よ
り
、
お
年
寄
り
の
こ
と
、

ま
た
自
分
の
こ
と
、
温
か
い
家

庭
づ
く
り
や
、
地
域
社
会
づ
く

り
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
人
間
も
生
ま
れ
生
き
、
そ

し
て
死
ぬ
。
今
ま
で
森
林
組
合
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の
中
で
指
避
し
て
頂
い
た
事
を

生
か
し
て
、
目
的
の
木
、
目
的

の
森
を
育
て
る
た
め
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
の
御
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
し
、
今
ま
で
勤

め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
事
に
感

謝
し
、
退
職
の
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。着

任
の
あ
い
さ
つ

参

事

中

野

孝

広

こ
の
度
、
堀
井
参
事
さ
ん
の

退
職
に
伴
い
三
月
一
日
よ
り
参

事
職
を
拝
命
致
し
ま
し
た
中
野

孝
広
で
ご
ざ
い
ま
す
。
温
厚
で

真
面
目
、
林
業
に
対
す
る
情
熱

と
研
究
熱
心
さ
は
人
一
倍
で
組

合
貝
の
信
頼
度
は
非
常
に
厚
か
っ

た
堀
井
参
事
さ
ん
の
後
任
と
い

う
こ
と
で
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
、

各
関
係
機
関
の
方
々
の
御
指
導

御
協
力
を
頂
い
て
、
無
事
大
任

を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ど
う
か
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

ヽ
‘ー
ヽ
ー
。
1
ヽ
ー
、
9
‘
ー
ヽ
ー
、
1
.I
ヽ
ー
、
9
ーヽ
、
1
`
I
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
I
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
Iヽヽ
ー
、1ヽ

ーヽ
ーヽ
ー、．

ー
山
火
事
予
防

i

一
育
て
た
い

ー

山
へ
の
マ
ナ
ー

一

火
の
始
末

[

r
‘
ー
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
`
I
‘
ー
ヽ
ー
｀
ー
、
1
ヽ
I
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
、
1
ヽ
ー
ヽ
ー
、
1
ヽ
I
ヽ
I
ヽ
1
ヽ
ー
ヽ
ー
ヽ
ー
ヽ
1
ヽ
ー
、
1

大
洲
出
張
所
林
業
課

肱

川

駐

在

主

査

久

保

衛

規

今
年
度
（
十
二
年
度
）
も
、
最

終
回
を
迎
え
「
知
っ
て
ま
す
か
」

シ
リ
ー
ズ
も
全
八
題
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

五
月
（
林
業
教
室
を
知
っ

て
い
ま
す
か
）

六

月

（

集

団

ほ

だ

場

を

利

用
し
ま
せ
ん
か
）

七

月

（

保

安

林

を

知

っ

て

い
ま
す
か
）

八
月
（
治
山
事
業
を
知
っ

て
い
ま
す
か
）

十

月

（

新

し

い

愛

媛

林

政

計
画
を
知
っ
て
い
ま
す
か
）

十
一
月
（
特
定
間
伐
を
知
っ

て
い
ま
す
か
）

十
二
月
（
木
「
竹
」
炭
の
利
用

方
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
）

一

月

（

木

「
竹
」
酢
液
の
利

用
方
法
を
知
っ
て
い
ま
す
か
）

と
、
行
政
と
林
業
の
関
わ
り
を

含
め
て
、
ご
相
談
を
受
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

意
外
と
林
業
行
政
機
関
（
補

助
関
係
事
業
）
を
ご
存
じ
無
い

方
も
い
ら
し
た
と
思
い
ま
す
が
、

利
用
で
き
る
事
業
は
、
気
軽
に

声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

駐
在
員
シ
リ
ー
ズ
最
終
回

最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
私
も
肱
川
駐

在
員
と
し
て
、
一
年

経
過
し
ま
し
た
が
、

人
と
の
交
流
を
一
番

大
切
に
し
て
き
た
っ

も
り
で
す
。
そ
の
中

で
、
電
話
や
、
肱
川

町
出
身
の
県
外
の
方

か
ら
、
お
手
紙
を
頂

い
た
り
本
当
に
あ
り

が
た
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
を

も
ち
ま
し
て
、
交
通

事
情
の
整
備
等
諸
事

情
に
伴
い
、
肱
川
駐

在
が
廃
止
と
な
り
ま

す
。
歴
代
の
肱
川
駐

在
員
を
数
え
ま
す
と
、

私
で
、
二
十
一
世
紀

に
併
せ
た
か
の
よ
う

に
、
二
十
一
代
目
と

な
り
ま
す
。

駐
在
が
廃
止
と
な
っ

て
も
、
担
当
区
は
残

り
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
電
話
を
頂
け
れ

ば
出
向
い
て
き
ま
す
。

本
当
に
短
い
間
で

し
た
が
、
肱
川
町
の

林
業
が
発
展
す
る
こ

と
を
願
い
ま
し
て
、

終
わ
り
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

r -----------------------------------------------------------
i .・i-:.¥t ,.,-.,,,, ~ 

I EEl＿讐囀＿＿ー □ 分 I 
！ 
！ 優良材生産は直材づくりから 1 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ i 

！ 

!.  ！ 
! ・ 
！ 平成13年 2月27日市 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I ! 
！ 県森連市 況 ！ ！ 大洲木市 市売日•••平成13年 1 月 23 日

市売数呈 •·520ケース 8,150kg ! i.  ~~iii ~:~igp=J -• ~,ivv,,6 ! 
！ 長さ

樹種 杉 桧 松 平均単価 2,679円
銘柄別単価 ！ 

！ 径級 直曲り直曲り ！ 
! 8下 323 203 387 2 3 8.  銘 柄 価 格相場銘柄 価 格相場！

! 9-10 345 526 こうこ ～ 特用大 2,600~ 3,200 保 ！ 
i I I ~ ~ -12 I I 342 I I 550 大 厚 2,800~3,450 弱特用中 2,800~ 3,500 保 ！ 
！ 

13 
中 厚 3,000~5,200 保特用中小 3,000~ 3,800 強 ！ 

！ 
4 m I 14-16 I 15,soo I 10,300 I 30,600 I 26,100 

18上元 16,300 12,000 16,000 中小厚 2,000 ~ 3,400 保特用小 2,500~ 3,000 保 ！ 
! l8上2番 17,400 12,000 32,300 28,500 小 厚 1,600~ 4,000 保大バレ 1,800~ 2,500 強 ！ 
I I J24上元 18,400 13,000 20,000 
! 24上21850013 000 33 000 30 000 大ウス 3,000~ 4,800 保中パレ 2,000~ 2,800 強

！ 
8下

！ 大曲り 4,500 8,800 中ウス 3,000 ~ 4,800 保中小バレ 1,800 ~ 2,500 保 l 
152 100 213 100 中小ウス 3,500 ~ 5,000 強小パレ 1,400 ~ 2,000 保 ！ 

9 -10 I I 175 
! ll-12 7,000 12,500 233 小 ウ ス 2,500~ 4,000 強変 形 1,200~ 2,900 保 ！ 
! 3 m 13 8,000 5,700 22,200 16,100 ジャミ l,000 ~ 1,500 保 色 悪 ウ ス 800 ~ 1,800 保 ！ 
! 14-16 18,100 10,500 31,000 26,000 どんこ大 ～ 色悪パレ 600 ~ 1,500 保 ！ 
! 18上 17,500 13,900 32,000 29,100 15,000 ! 

24上 15 300 10 400 29 600 20 900 18 000 どんこ中 ～ 4粒トヘノコ ～ ！ ! 14-16 22,000 19,300 51,000 38,500 どんこ小 ～ スライス 1,000 ~ 6,000 保
6m 18上 23800 19 600 42 900 40 800 ！ ， 概況 本年度初市は秋子の不作から出品は少なく、品柄も秋子主体の為パレ～ ！ 

！ 
， 杉は、 全般に売行良好。強保合。

市況
ウス葉の多い市売となった。相場は全般にやや強保合～保合で推移した。 ！ 

桧は、柱・中目共に模様眺めとなり保合。 今後、一斉芽切が予想され、暖雨により茸がパレる可能性があります。
！ 桧枝打ち良材は品薄高値。松は売行良好。 採取遅れにならない様、気をつけてください。 ！ 
！ ！ 

し~--------------------------------------------------------」
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蓋三喜→且財密崖t堅含座翌総全〗
三
月
四
日
（
日
）
に
肱
川
町
体
育
協
会
設
立
総
会
を
午

前
十
一
時
か
ら
風
の
博
物
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

体
育
協
会
は
、
県
下
で
五
十
八
市
町
村
が
設
立
し
て

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
肱
川

町
で
は
、
融
和
と
親
睦
、
健
康
増
進
、
健
全
育
成
を
活

動
方
針
と
し
て
、
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
部

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部

・
野
球
部
・
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
部

・
テ
ニ
ス
部
・
空
手

部
が
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
初
代
会
長
に
森
繁
氏
、
副
会
長
に
和
氣
邦
嗣

氏
が
選
任
さ
れ
、
会
の
代
表
と
し
て
活
動
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ふ，

，

t
．

？
ヽ
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ダイキヒメッツと肱中女子バレ一部

設
立
総
会
の
後
、
午
後
二
時
か
ら
農
業

者
ト
レ
ー
ニ
ソ
グ
セ
ソ
タ
ー
で
ダ
イ
キ
ヒ

メ
ッ
ツ
の
佐
伯
美
香
さ
ん
と
清
家
ち
え
さ

ん
徳
野
涼
子
さ
ん
楠
原
千
秋
さ
ん
を
招
き
、

バ
レ
ー
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

初
め
に
佐
伯
美
香
さ
ん
か
ら
バ
レ
ー
の

体
験
に
基
づ
く
講
話
が
あ
り
、
次
に
、
四

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
バ
レ
ー
の
講
習
指バレー教室風景

指導中の佐伯美香さん

導
が
あ
り
ま
し
た
。
普
段
気
づ
か
な
い
練

習
方
法
や
基
礎
練
習
な
ど
参
加
者
も
真
剣

に
教
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
中
学
生

・
女
子
バ
レ
ー

・
男

子
愛
好
者
と
ダ
イ
キ
ヒ
メ
ッ
ツ
の
四
人
に

よ
る
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ソ

・
マ
ッ
チ
を
そ
れ

ぞ
れ
行
い
、
有
意
義
な
体
験
が
出
来
ま
し

こ。f
 

指導中の徳野涼子さん
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肱
川
町
文
化
協
会
で
は
三
月

四
日
（
日
）
に
肱
川
町
公
民
館
で

新
春
囲
碁
大
会
を
開
催
し
ま
し

こ。t
 町

内
外
か
ら
二
十
人
の
参
加

が
あ
り
、
初
級

(
C
)
・
中
級

(
B
)
・
上
級
(
A
)
の
三
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
て
実
施
し
ま
し
た
。

時
間
制
限
も
あ
り
手
に
汗
握
る

接
戦
を
毎
試
合
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
ク
ラ
ス

優

勝二
宮
数
市
（
野
村
町
）

準
優
勝

町
野
譲
（
大
洲
市
）

B
ク
ラ
ス

優

勝福
田
幸
男
（
野
村
町
）

準
優
勝

羽
浦
英
雄
（
野
村
町
）

C
ク
ラ
ス

優

勝大
薮
高
志
（
大
洲
市
）

準
優
勝

河
野
美
治
（
肱
川
町
）

・・ ．・ •.. :：. ・ : 

応援にも力が入ります

県庁前で説明を聴く学級生

松山見学（町外研修）

第16期 明老大学］

明
老
大
学
の
最
終
回
に
町
外
研
修
を
二

月
二
十
二
日
（
木
）
に
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
初
め
に
愛

媛
県
庁
を
見
学
し
ま
し
た
。
加
戸
知
事
は

不
在
で
し
た
が
知
事
室
と
議
長
室
・
議
場

で
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

次
に
松
山
城
へ
登
り
城
内
や
市
内
を
展

望
し
ま
し
た
。
昼
食
後
、
松
山
市
考
古
館

で
古
代
の
土
木
工
事
や
出
土
品
・
農
機
具

な
ど
を
見
学
し
、
古
代
に
お
け
る
生
活
様

式
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

最
後
に
松
山
総
合
公
園
を
見
学
し
て
帰

町
し
ま
し
た
が
、
充
実
し
た
一
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
ぎ
ま
し
た
。

松山城での集合写真
.........................................................．、．．....．．..．.....．．...．．．.....．...．.....．．．...．.．.....．．．．..．．......．...．．．..．．..．．．.．．.．．．...．．.．.．．.．.．．......

ー
セ
ソ
タ
ー
と
か
、
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ソ
タ
ー
な

ど
公
民
館
の
類
似
施
設

が
増
え
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
で
、
公
民
館
の

使
命
が
ぼ
や
け
て
き
て

.—

l

い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
公

民
館
は
、
知
識
や
技
術
の
習
得

の
み
で
な
く
、
人
び
と
の
「
出

会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
学
び
合
い
」

を
と
お
し
て
、
人
権
尊
重
の
精

神
に
根
ざ
し
た
温
か
い
人
間
関

係
を
築
く
こ
と
を
目
ざ
し
て
い

る。
ま
た
、
地
域
住
民
の
学
習
の

場
と
し
て
、
人
権
、
環
境
、
国

際
理
解
、
男
女
共
同
参
画
社
会
、

高
齢
者
問
題
な
ど
、
現
代
社
会

の
課
題
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
青

少
年
の
学
校
外
活
動
を
推
進
し

て
い
く
活
動
の
拠
点
と
し
て
の

公
民
館
の
あ
り
方
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

人
づ
く
り
を
目
ざ
す
公
民
館

は
、
す
べ
て
の
活
動
の
根
底
に

人
権
尊
重
の
精
神
が
流
れ
て
い

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

近
頃
、
人
よ
り
物
を
重
じ
る
風

潮
が
強
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
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先
日
、
予
子
林
小
学
校
で
同
和

教
育
参
観
日
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
観
授
業
の
後
講
話
と
い
う
内
容

で
し
た
。

そ
の
中
で
、
、

私
は
、
エ
イ
ズ
に

つ
い
て
考
え
る
内
容
の
授
業
を
行

い
ま
し
た
。
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
は
、

一
時
期
の
よ
う
に
騒
が
れ
る
こ
と

も
な
く
、
研
究
も
進
み
、
デ
マ
や

偏
見
は
だ
ん
だ
ん
な
く
な
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、

正
し
い
理
解
が
広
ま
っ
た
と
は
決

し
て
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
授
業
の
め
あ
て
を

「エ

イ
ズ
と
い
う
病
気
を
正
し
く

理
解
す
る
」
「

H
I
V
感
染
者
、

エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
偏
見
差
別

を
無
く
し
、
共
に
社
会
を
つ
く
っ

て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
持
つ
」

と
い
う
二
点
に
し
て
、
行
い
ま
し

こ。f
 こ

れ
は
、
あ
る
大
学
助
教
授
が

出
し
た
授
業
プ
ラ
ン
を
も
と
に
し

た
も
の
で
す
。
ラ
イ
ア
ソ
ホ
ワ
イ

ト
と
い
う
少
年
の
こ
と
を
学
習
し

な
が
ら
、
エ
イ
ズ
と
い
う
病
気
の

正
し
い
理
解
と

H
I
V
感
染
者
・

予
子
林
小
学
校
下
石
雅
樹

正
し
い
理
解

エ
イ
ズ
患
者
に
対
す
る
私
た
ち
の

行
動
の
あ
り
方
を
投
げ
か
け
る
も

の
で
す
。

授
業
の
内
容
は
省
き
ま
す
が
児

童
の
感
想
の
中
に
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

「
現
実
を
認
め
る
こ
と
・
誤
解
で

人
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
・
自
分
を

知
る
こ
と
・
人
を
知
る
こ
と
を
学

ん
だ
と
思
い
ま
す
（
こ
の
あ
と
省

略）。
」

こ
の
児
童
の
意
見
は
、
人
間
が

生
き
て
い
く
上
で
、
非
常
に
大
切

な
こ
と
を
語
っ
て
い
る
気
が
し
ま

す。
授
業
後
の
講
話
は
、
社
会
科
教

科
書
の
、
同
和
問
題
に
関
す
る
記

述
の
改
訂
に
つ
い
て
で
し
た
。
研

究
に
よ
っ
て
わ
か
っ
て
き
た
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
教
科
書
の
中

の
た
っ
た
―
つ
の
単
語
の
改
訂
が
、

実
は
大
切
な
意
味
合
い
を
持
つ
の

で
す
。
知
ら
な
い
と
未
来
を
託
す

子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
知
識
を
伝

え
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
正
し
い
理
解
」
を
阻
む
も
の
っ

て
、
案
外
自
分
の
中
に
あ
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

今月の板書 ¢ 

ッ
タ
は
上
に
伸
び
ら
れ
な
く
な
る

と
、
横
に
は
う
よ
う
に
な
る
。

自
分
の
眼
が
横
の
方
を
向
き
他
人

の
こ
と
や
、
う
わ
さ
話
な
ど
に
興
味

を
持
ち
始
め
た
ら
自
分
の
向
上
意
欲

が
な
く
な
っ
た
時
だ
と
反
省
す
べ
き

だ。
新購入図書案内

横
に
は
う
ッ
タ

0死は炎のごとく
ヤン・ソギル （毎日新聞社）

一底知れぬアジアの暗を描く一

0子どもが伸びる脳の育て方
大島清 （海竜社）

一子どもの脳力は、お母さんの魔法で育ちます一

0不知火海
内田康夫 （講談社）

一蒼き炎に誘われ、廃坑の町をさまよう浅見光彦

0御手洗バロディ・サイト事件（上・下）
島田荘司 （南雲堂）

ーインターネットに潜む怪事件一

0心療内科がわかる本

●
内

容

●
場

所

●
日

時

他

三
月
二
十
五
日

（日）

午
前
九
時

風
の
博
物
館

多
目
的
ホ
ー
）

発
表
会

富
く
じ

文
化
芸
能
発
表
会

芦原

ーひとりで倍んでいるあなたヘー
睦

0そして薔薇は散った
トレバー•ソース・ジョーン

ーダイアナ妃事故3年目の真実一

0魂

柳美里
一生と死に引き裂かれた60日間の心理一

（法 研）

（ショパン）

（小学館）

！吝 ，
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去
る
三
月
四
日
（
日
）
に
喜
多

郡
青
年
文
化
発
表
会
が
開
催
さ

れ
肱
川
町
青
年
団
も
参
加
し
ま

し
た
。合

回
肱
川
町
青
年
団
は
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
・
笛
、
ピ
ア
ノ
の
演

奏
を
し
ま
し
た
。
お
ど
ろ
い
た

こ
と
に
、
内
子
町
の
発
表
も
ハ

ン
ド
ベ
ル
で
し
た
。
め
ず
ら
し

い
と
い
う
こ
と
で
選
ん
だ
つ
も

り
が
：・
・
:
0

成
績
の
方
は
毎
日
の
練
習
の

成
果
で
、
み
ご
と
優
秀
賞
を
獲

得
し
ま
し
た
。
青
年
団
の
皆
さ

ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

青年団だより

s
 
u
 ⑧国旧愧⑱⑥⑱

五十崎

長浜

内子

ダンス

活動紹介

楽器演奏

河辺

肱川

ダンス

楽器演奏

谷
田

祝
肱川町青年団

優秀賞
白
岩

合
回
の
郡
文
化
祭
に
は
、
楽

器
の
演
奏
で
参
加
し
ま
し
た
。

毎
日
夜
遵
く
ま
で
の
練
習
の
お

か
げ
で
、
去
年
に
ひ
き
つ
づ
き

優
秀
賞
と
い
う
栄
誉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
し
て
く
れ
た

皆
さ
ん
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

来
年
は
最
優
秀
賞
目
指
し
て

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

練
習
期
間
の
短
さ
を
、
連
日

連
夜
の
努
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

で
乗
り
き
り
、
な
ん
と
「
優
秀

賞
」
を
頂
き
ま
し
た
。
バ
ン
ザ

＼
イ
。
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

久
し
ぶ
り
に
楽
器
に
ふ
れ
、

懐
か
し
く
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
、
本
当
に
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。

一
年
の
中
で
一
番
し
ん
ど
い

青
年
団
活
動
で
、
大
変
つ
か
れ

ま
し
た
。
―
つ
残
念
だ
っ
た
の

は
、
内
子
と
ハ
ン
ド
ベ
ル
が
か

ぷ
っ
た
事
で
し
た
。
で
も
、
練

習
の
成
果
が
で
て
、
優
秀
賞
が

と
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

兵
頭

平成12年度
＼ 

青年団活動

公
R
ヮ

月

月

月

青
年
団
の
皆
さ
ん
、
こ
の
＿

年
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。
来
年

度
も
頑
張
っ
て
青
年
団
を
も
り

あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

あ

と

ば

な

し

時
が
た
つ
の
は
早
い
も
の
で

合
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
青
年
団
の
活
動

を
通
し
て
青
年
団
員
み
ん
な
様

々
な
経
験
を
し
成
長
し
て
き
た

と
思
い
ま
す
。

ま
た
来
年
度
も
広
報
部
員
み

ん
な
で
青
年
団
を
盛
り
上
げ
、

よ
り
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
内

容
の
A
S
U
K
A
を
お
送
り
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
一
年
問
、

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

月

月

月

月

@

3

2

 

9

3

3

3

3

3

 し

月

月

青年団役員改正

郡青年団バレーボール大会

トレーニングセンター清掃

郡青年団‘ノフトボール大会

郡青年団バーベキュー大会

町民運動会

ふれあいまつり

国内研修旅行

成人式

文化発表会

／ 



〗®。⑤。座） ⑮炒⑮箇 扇 繹 (18) 

4
 

月
●濯渭贋響署l保健センター

'B34 -2340 

種別 日（曜） 19了- 事 場 所 時 間

3 （火） 元気印教室 保健セソタ ー 13:30,,___,16:oo 

4 （水） 子宮がん検診・乳がん検診 保健セ‘ノター 13:00"'-.;14:oo 

5 （木） 子宮がん検診 大洲縫製宇和）1|工場跡 13:00,..___,14:oo 

成 6 （金） 子宮がん検診 大谷公民館 13:00,...__,14:oo 

12（木） 子宮がん検診 保健セソター 13:00'"'-'14:oo 
人 17（火） 肺がん検診 JA宇和川 9 :30~ 9 :50 

保 ” 
岩谷ダム相談所 10: 20,,.__, 10: 40 

” JA予子林 11:10~11:30 

健 ” 大谷公民館 13 : 30,,..___, 13 : 50 

” 保健セ‘ノター 14:30"--'1s:oo 

20（金） リハビリ教室 保健セソタ ー 13:00~ 

27（金） 結核レソ トゲ‘ノ検診・成人病検診 大谷公民館 g :30,,..__,n:oo 

保母 16（月） ッベルクリソ反応 保健セ‘ノター 13:30---...,14:00 

健子 18（水） BCG 保健セソタ ー 13: 30,---...., 14: 00 

そ
9 （月） 献 血 保健セソター 10:00,...._,11:30 

” ” ” 12:30"--14:00 
の

11（水） ッベルクリソ反応 中野小・予子林小 13:30,-.___,14:30 
他

13（金） BCG ” ” 
収

収集日

収集地区

の

不燃物
4月16日（月）

※前日に指定の場所へ

大和中野下鹿野川

上森山京造見の越

岩谷地区予子林地区

集

力 レ

上鹿野川 八重栗

月野尾正山地区

4
 

月 の当直医

日（曜） 病 院 名 電話番号

1 (日） 石村整形外科医院 23-5767 

大 洲記念病院 25-2022 

8 (日）

辻内科医院 52-0174 

15 (日） 郷緒小児科医院 24-3936 

22 (日） 村 上 医 院 24-2346 

般
29(日） 久 保 医 院 25-0158 

30（月） 瀬 医 院 26-0003 

救 月・火 市立大洲病院 24-2151 

水 加 戸 病 院 24-5101 

急 木～日 大 洲中央病院 24-4551 

＊一般の当直医は変更になる場合がありますので
あらかじめ、連絡してからお出かけください。

そ
の
他
山
下
ト
ラ
ョ
さ
ん

（

か

わ

か

み

荘

）

（

94
歳

ング1-
［行事予定表 J

日（曜） 主な行事

1 (日） しゃくなげまつり宝物探し大会

6 （金） 春の交通安全運動(~15日）

9 （月）
小学校入学式、中学校入学式
肱川分校入学式

14（土） 手作売（り毎こ週ん土にBゃく実演
販 曜日）

15(日） しゃくなげ杯テニス大会

17（火） 鹿ゲ野川しゃくな会げまつり
ートボール大

18(水） 肱川町教育研究樹立総会

20（金） 定例部落長会

22(日） 肱お川茶会町俳句大会

2山8~ （3 日0） 肱川えびね会展示即売会

29(日） 町政発足記念式

不用犬回収日
回収日 4月 3日（火）・17日（火）

朝 9時までに役場へ連れてきて

くださし、

古紙収集 日

収集日 4月21日（土）

朝 7時までに指定の場所へ

4
月
5
日
（
木
）

午
後
1
時
30
分
？

4
時
30
分

場

所

公

民

館

青

年

室

相

談

員

福

田

保

心
配
ご
と
相
談

相

談

員

福

田

保

、

ー

和

雄

4
月

5
日
（
木
）

}
 

万

願

寺

亀

次

三

井

久

美

子

4
月
20
日
（
金
）

時

間

午

後

1
時
30
分
ー

4
時
30
分

場

所

公

民

館

青

年

室

社
会
保
険
＿
日
出
張
相
談
所

相

談

日

鴻

所

闘
235
豆
恥
｝
大
洲
商
工
会
議
所

闘
2
4
6
B
B
`
}
内
子
町
商
工
会
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春の全国交通安全運動

(4月6日～15日）


